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二人のシュヴァリエ  
佐 藤 弓 葛  
クロノロジー的立場からみるならばパルニー く〈Chevalier de Parny》 とシ  
ャトーブリアン 《Chateaubriand：Chevalier de Combourg》 とすべきであ  
ろうが、文学的名声からみるならば《Chateaubriand》 と 《Parny》 となら  
べた方が妥当かも知れない。また私自身の研究としても Chateaubriand 研究  
が常に主となるので、後者の立場で論を進めて行くことにナる。  
Chateaubriandより15歳年上のParnyはブルボン島（現在のレユニオン島）  
生れ（1753年2月6日）の貴族出のCr601eで、通常Chevalierde Parnyと呼  
ばれ、後にVicomte になる。本名はEvariste－Disir6de Forgesl）de Parny  
である。一方 Chateaubriand はブルターニュ生れの貴族出で Chevalier de  
Combourgと言われ、後に同じく Vicomteになる。   
Parn）rは9歳の時フランス本国で教育を修めるため、プルターニュの首都レ  
ンヌの COllとge に送られた。Chateaubriandも13歳の時同じ学校に入り偶然  
Parnyが苦いた部屋に入り、彼のベッドを引継いでいる。   
Parnyは最初僧侶になろうとして、一時Mona5tとre Saint－Firmin に入っ  
た。Chateaubriandも僧侶になろうとした。しかし二人とも僧侶になることは  
あきらめ軍人になる。Parnyは離騎兵大尉になり、バリーに出て、文人の社交  
界で名をあげる。Chateaubriand もNavarre 聯隊の少尉の肩書を得て、バリ  
ーに出て、文人の社交界に出入するようになり、Parnyを知るようになる。共  
に18世紀末の軍規の乱れた暇な軍人で、文学を楽しむ輩である。   
Parnyは既にく〈Po占siesさrotiques〉〉 を発表し、当時の61占gies詩人として  
第一級であり、ChateaubriandはParnyの616giesが大好きで暗謁していた。  
ニ人のめぐり合は二人を急速に親密にした。ParnyもChateaubriand も大革  
命をさけた。  
Parnyは海軍に入り世界を旅する。Chateaubriand はアメリカ大陸に行き，  
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未開人とその eXOtisme を発見する。その後Chateaubriand はイギリスに8  
年滞在し、「革命試論」《Essaisurlesr占volutions》を書き、その中でParny  
のel∈gies をたたえる。   
ここ迄の二人の問は友人関係であったが、その後二人の歩みは全く正反対に  
なる。それはまさに18世紀と19世紀の対決、あるいは別離と言う大きな問題  
とも言える。  
Voltaireの弟子Parnyは「神々の甑」く〈LaGuerre desDieux》という作  
品で■18世紀の反キリスト教的思想を固執したが、ChateaubriandはParnyの  
「神々の戦」に対する反論として「キリスト教精髄」《Le Ginie du Christia－  
nisme》 を発表し、18世紀の思想を乗り越え、19世紀フランス・ロマン主義  
の先駆者になった。   
こうした二人の関係をChateaubriandの作品に出てくるParny を基盤にし  
て逐一検討してみようと思う。  
－ 1  
《M6moires d’Outre－Tombe〉〉 の第1部第2巻第7章（Pl占iade版tomeI  
の68頁）。  
「M．deFayolleがレンヌの学校の校長であった。ブルターニュのこのオラトリア  
ン派の学校で教鞭をとられる三人の著名な先生がいた。第2学級のdeChateaugiron  
師、修辞学のGerm占師、物理学の九tarcband師であった。すこし前にこの学校を  
出たGeofrroyと Ginguen占は（バリーの）Sainte－Barbeと Plessis学校に名声を  
与えたであろう。ChevalierdeParnyもまたレンヌで勉強したのであった。私は私  
に当てられた部屋で彼のベッドを受けついだ。  
レンヌは私には一つの 召abylone（巨大都市）に思えた。学校は一つの世界のよう  
に、先生も生徒も大変多く、校舎、校庭、散歩道の立派なことは私には驚きであっ  
た。」   
《M6moires de mavie〉〉（Levaillant版86貢）の第2の巻にも同じくだり  
があるが、Parnyのところで次の一行が余分に記されている。  
「‥．かなり奇妙なことが一つある。それは私に当てられた部屋で彼のベッドを私  
が受けついたことである。」   
く〈M6moiresd’Outre－Tombe〉〉の文章は1813年12月の末Vall占e－auX－Loups  
にて、となっている。Chateaubriand45歳の時で、Napol占on帝政崩壊の前年   
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であり、またParnyの死ぬ前年でもある。1813年の筆とはいえ発表されたの  
は Chateaubriand の死後、即ち1848年10月からであるから、文章は吟味さ  
れ、無駄な言葉は削除されている。1826年の原稿による 《ⅣIemoires de ma  
vie》 の文章の方には手を入れない若さがみられる。即ち上記の余分な一行  
《une Chose assez slnguliとre，C’est quele chevalier deParny L・》 とか文  
頭の《M・de Fayo11e6tait（alors）principal》のalors削除をみればわかる。   
《Une chose assez singuliとre》なる言葉のある方が真実性をますか、無い  
方がいいのかはとにかくとして、双方の（〈Mkmoires〉〉にべッドの件が記録さ  
れているからには、やはりそうした事実或いはそれに近い事実があったことで  
あろう。  
Parnyがレンヌのオラトリアン派経営の学校に入学したのは1762年9歳の  
時であり、Chateaubriandが入学したのはそれから11年後の1781年であるか  
ら勿論Chateaubriand自身が当時Parnyのことを知っている筈はない、後に  
彼がパリーで Parny と知り合い色々話しているうちに偶然知ったので、同じ  
ベッドかどうかはさだかでないにしても、同じ学校同じ部屋だけでも 〈〈Une  
chose assez singuliとre》であったことは確かである。   
この様に Chateaubriand の 《M6moires〉〉 を読む時には常に時の持続性  
（dur£e）と時の積重なり（entassement）を念頭に置いてかかる必要がある。回  
想録というものは大体そうであるが、Chateaubriandの場合はそれがまた特殊  
で、時の entassement が何度もあり、まるでプリズムを通したような色々な  
色彩を放っので、彼の作品は史実性よりも芸術性が強くなっている。だからと  
いって史実性を創作しているようにも思えない。   
ParnyはレンヌのCollとgeで優秀な成績をおさめたが、学校の思い出は極め  
て悪く、友人への書翰詩によると学校は彼にとって獄舎（cachot）であり、手に  
鞭を持ちごてごて文句を述べる監督は物事を考えさせるように話さない、そし  
て名も知られてないっまらぬ木の名を教える我慢ならない所であったらしい。   
Potez は 《L’¢1占gie en France》 の中で「学校での唯一の慰めは友人に  
Ginguen6 がいた」ことであったと書いているが、5歳年上の Ginguen6 と  
Parnyが学校でどの程度親しかったかは余りわかっていないが、成人してから  
の二人は最後まで親しかった。またGinguen6はD占cade誌で活躍し、Parny  
同様18世紀的思想を守り後輩で同郷人たるChateaubriandの《LeG6niedu  
Christianisme》 を反撃している。   
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く〈M6moires d’Outre－Tombe》の第1部第4巻第12章（P16iade版tomel  
の13ウ頁）。  
「第12章  1821年6月バリーにて  
文人達y 肖像画  
私のバリー滞在から三部会の開始までのユ年間の間に文人達の社交界は妃大した。   
私はChevalierdeParnyのエレジーを暗謂することが出来た。今でも覚えている。   
私は自分が愛読している作品をかいた詩人Fこ会うために手購を書いた。彼は私に丁   
寧な返事をくれた。そこでrue de Clむy2）にある彼の家を訪ねた。  
私はまだかなり若い、声の非常によい、背の高いやせた人を見た。顔には鳴渡の  
あとがあった。彼は私の家にも来てくれたので私は姉達に繹介した。彼は社交界を   
好まず、やがて政治のために社交界から追い出された。彼は当時旧派に属していた。   
私は彼の作品にこれより似ている作家は知らなかった。即ち詩人にして植民地出の  
白人（cr占01e）。彼にはインドの空と泉と踪瀾と一人の女だけが必要であった。彼は  
騒ぎを恐れて、人々に気づかれない生活にもぐり込んでいるように努めていた。ナ  
べてを自分の怠惰にまかせ、自分の暗い生活の中で時たま立琴にふれる楽しみによ  
ってしか現れなかった。  
Fたのしい幸せな我等の人生は  
愛の実のもとで秘かに流れんことを、  
小川の様にかすかにさざ波の聞こえる  
i可床でその流れをひきしめ、  
心して茂みの木かげを求め、  
味野には殊更出ようとはせず。』  
ChevalierdeParnyを気性の激しい貴族から惨めな革命論者にした彼の怠惰な性   
格からぬけ出す事は不可能である。いためつけられた宗教を攻撃し、僧侶達を絞首   
台iこ送り、自分はのほほんと暮らしている。」   
Chateaubriandがここに引用したParnyの詩は《Po6sies占rotiques》の第  
2の巻の最後の「和解」《Leraccommodement》から引用したものだが、1行  
目ほテキストと違う。   
く〈Que notrevie heureuse e［fortunie》はテキストでは、く〈Que notrevie  
Obscure et solitaire》（暗い孤独な我等が人生は）となっている。   
Chateaubriandの改作とみられるが、二つのVerSの意味は余りにかけ離れ  
ているので聯か戸惑いを感じる。   
さて、引用した文章全体から感じとれるParnyに対するChateaubriandの   
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批判は決して好意的とはいえない。特に引用した詩句に続く彼の文章には自分  
が愛読した先輩詩人に対する厳しい批判がみられる。それは後述する「革命試  
論」に見られるParnyや《M61angeS Litt6raires》「文学雑記」中のYoung  
諭のなかにみられるParnyの項と比較すればはっきりわかる。  
ここで Parny の 占1egies について少し語ろう。Parnyは19歳で軍隊入り  
し、「12人青年将校グループ」を作り、彼等で勝手に兵舎の規則を作った。青  
年貴族ばかりで最年長者が25歳になっていなかった彼等は音楽や詩歌を愛し、  
よく飲み、女遊びも恋愛も盛んであった。黄昏にはサン・ジェルマンの森の道  
を近道し、日没の美しい景色を賛え、夜になると大変楽しい夜会に出掛ける。  
まるでWatteauの絵にみられる《F6tesgalantes》 を地で行っている様な生活  
であった。とはいっても、それを描いたParnyの作品く〈Journ占eChamp£tre》  
（1788年）には18世紀的な何にか精神的深みのない、男女の本能にまかせる遊  
びが強かった。1773年（20歳）に彼は島に帰るよう父に呼び戻された。島の生  
活は華やかなバリーの生活とは余りにかけ離れた退屈きわまりないものであっ  
た。しかしこの時彼はひとりの乙女に音楽を教えることになった。Esther   
Liliとre という Cr占01e 女性で13歳であるが、植民地の早熟な環境にあるた  
め、Parnyとの関係が深まり肉体的交渉まで持つようになった。父は二人の愛  
を認めるどころか大いに怒り結婚も許さず二人の仲を引裂いた。この乙女との  
恋愛を占16giesにしたのが有名な《Po占siesirotiques〉〉であり、主人公たる乙  
女はEl昌onoreという名で呼ばれている。   
《Po由ies 占rotiques》 という表題は如何にも18世紀流の呼び方であるが、  
最後の第4の巻は る1そgies のみを1ヰ詰まとめ終っている。その作品全体の内  
容からみても61igiesといった方がふさわしいものである。Chateaubriandは  
Parnyの詩を 《Po占sies6rotiques》 と呼ぶのを好まなかった。Salnte－Be11Ve  
も《Po6sies6rotiques》というタイトルは「いやらしい表題だ、私はEl占gies  
の方を選ぶ」といっている。その各々の詩の感じのよさ、さわやかさ、優雅  
さ、調和、いっわらざる感情の発露を見れば、フランスのglるgies詩人として  
第→級のものであるといえよう。Voltaireは死の床においてParnさ▼をくくmOn  
cherTibulle》 と呼んでいる。詩人Lebrunは彼をdemi－Tibul1e と呼んで  
いる。Chateaubriand も「革命試論」の中で彼のことをTibulledelaFrance  
と記している。   
さて、節操のないParnyは数々の過ちを犯して数年をすごした後、再びフラ   
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ンス本国に掃った。そしてParnyが1778年に出した詩集《Po∈sies占rotiques）〉  
は巻の1，2，3までである。最後の第4の巻《El¢gies〉〉の部分はそれから3年  
経た17別年である0彼は第3の巻を出した後、再び1779年にブルボン島に戻  
ったが、El占onore が結婚したことを知らされ、失意のどん底におち、再びフ  
ランスに帰リバリーで女王軍の龍騎兵大尉になる。第3の巻まで発表し、大衆  
がElionoreに興味を抱くようになってから、Parnyは詩集の統一をはかるこ  
とに努め、作品は純化される。無節操への弁明や結婚に対する冗談は次第にか  
げをひそめ、EuphrosineやAgla占に対する恋歌は省かれる。第4の巻までの  
詩集で作品は見事な愛の物語史になっている。即ち第1の巻は二人の関係の出  
だしを唱い、それから生ずるVolupt占に進む、第2の巻は人々の偽りの警鐘、   
第3はVolupt占 の再生、第4は危機・分裂・絶望となり、第1の巻と第3，  
第2の巻と第4で組をなし、愛の物語りは進む。そしてドラマが進むにっれて  
生気がみられ情熱的となり、作品の密度の渡さが読みとれ、読者の心を動か  
す。Parnyが表題を《Poesies6rotiques》としたのは前に18世紀的と私は述  
べた。18世紀は DuclosやCr6billonfi1s の小説が喜ばれ、清純な恋愛詩の  
生れない時代であった。詩人として活躍したBernis，Dorat，Gentil－Bernard，  
Bou鍋ers，Chaulieu等は無節操の擁護弁解を歌い、自分が征服した女性のリス  
トを発表したジして、およそ真剣なものがないし、深い感情や気高い形式の望  
めない所謂poとmel占gerが蕃ばれ流行した時代である。従ってParnyもそう  
した大衆に受ける表題をつけた詩集を発表することを願ったとみてよいであろ  
う。1778年最初に発表した 《Poesies6rotiques》 即ち詩人がまだ作品の統→  
に意を向けずEuphrosineやAgla占の恋歌をのせ第3の巻までの作品を見れ  
ば表題の選択も納得出来よう。   
またParny自身本質的にはVOlupt6の詩人である。VOlupteの分析には執  
ように食いさがる。しかし彼はまた他の詩人にみられない新鮮な官能の持主で  
あり、閑房や舞台裏で悪ふざけを楽しむ愛を措くのではなく、熱帯の自然の中  
で原始的な新鮮みをもった、むしろ健全な VOulpt占 の発散を素直に描いてい  
る。同時代の詩人達が歌う人為的なmourscapricie〟∫βJと全く異なる点が見  
られるのである。ChateaubriandがParny の作品を暗話する程好んだのもそ  
の点にひかれたからであろう。Chateaubriandが初期の詩集をまとめて発表し  
た《Tableaux dela Nature》のなかでは恋愛こそ読まれていないが、その  
幾篇かには明らかにParnyの影響が感じられる。   
く〈Po6sies6rotiques》の中から美しい 616gies を若干挙げるとすれば巻のl   
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の《LeLendemain，La Discr6tion，La Frayeur，Fragment d’Alc6e，Plan  
d’Etudes，Prq］etdeSolitude》．巻の2の《La Rechate，RetouraEl占onore》．  
巻の3の（〈Les Serments，Souvenir．Ma Retraite，Au Ga2・Onfou16par  
Eほonore，Delire》．巻の4のElるgiesV，ⅤⅠ，ⅠⅩ，ⅩⅠⅠ，ⅩⅠⅠⅠ等で、そこに描  
かれた美しい詩句は人の心をひきつけるものである。   
ちなみに詩集の最初のくくLe Lendcmain》だけを訳してみよう。  
翌  日  
エレオノーールに  
とうとう、いとしい僕のエレオノール  
君は望みながらも恐れていた  
あんなにも楽しいあの過ちを知ってしまった。  
それを味いながらまだそれを恐れていた。  
よろしい。言い給え、一体何をそんなにこわがるのか。  
過ちの後で君の心の中に何が残るのか。  
軽い心の乱れ、あまい思い出  
新しい情火の驚き  
あわい悔恨、とりわけある欲望  
既にバラは君の白百合の顔のはだに  
花の輝かしい色彩を混ぜた  
君の美しい魔の中にはうぶな恥じらいに続いて  
ゆるんだものういさまがおきる。  
それは僕達を魔法にかける快楽の  
前兆であり、また結果でもある。  
君の胸は静かに乱れ  
はじらいはすくなくなり  
母の手で作られた  
薄い下着を押しやる。  
やきしい愛の手は  
下着をっっしみもなく、一層なれなれしく  
自分で乱すことも出来よう。  
JL、地よい夢想はついに  
この快感、この刺激的な  
軽率な行為（旨ぐ）にとってかわる。  
それらは君の愛人を失望させた。  
そして、もっとやさしい君の心は  
こだわりもなくやさしい  
ものういかん味な感情にしたる。   
佐 藤 つ 葛   
あゝ、あの哀れな口やかまし屋達に  
僕達の苦しみに対する唯一の救いを  
許し莫臣い罪だと呼ばせるにまかせよう。  
この純粋な楽しみ、慈愛にみちた神様は  
その芽をすべての人の心の中においたのだ。  
彼等の悪口を信じ給うな  
彼等の偽善的な嫉妬深いわめきは  
自然にそむくものである。  
いな、罪はそんなに甘いものではない。  
（《Po占sies占rotiqnes》巻の1の1）  
3 －－   
Sainte一召euveの《Chateaubriandetsongroupelitt6rairesousl’Empire》  
「シャトーブ リアンと帝政下における彼の文学グループ」より、第1巻の89頁  
の註＊＊の箇所【【－1  
＊＊ Parnyに関して、明らかに Chateaubriand は今私が目にしている次のノー   
ト3）を1798年に書いていた。それは9年か10年以前も前に彼等の関係の確かな空   
合を判断ナることを我々に許すものである。  
「Chevalier de Parny は大きく、痩せていて、髪は褐色で、黒目がひっこんでい  
て、非常に生々している。我々は交合っていた。彼の会話にはやさしみがない。或   
る晩我々は6時間一緒にナごした。そして彼は私にEl占onore について話した。彼   
がブルボン島を去ろうとしている時、彼の最後の旅の時で El占onore は彼のもとに   
一人の黒人女をよこし、彼女に会いに来てくれるように頼んだ。その黒人女は二人   
のかつての甘いあいびきに彼を導いた同じ女であった。Par叩r をヨ一口ツノ1こ運ぶ   
船は錨をおろしていた。彼は夜中に出発しなければならなかった。12年間の沈黙の   
後あの黒人女によって出発直前に手渡された使い文を彼が受取った時、Elさonoreの   
恋人が昧ったにちがいない感情を判断しなければならない。何たる思い出よ、   
Elゐnoreはブロンドであった、かなり大きく、美人ではないが魅力的で愛欲をそそ  
るものであった。要するに彼は私に言った。Saint－Pierre によって 《PauletVir－   
giIlie》 の中に描かれている景色はうそであると。しかし P且rnyはBemardin を  
うらやましがっていた。」  
「Fontanes は非常に陽気な食事を私にしてくれた。我々は会食者として、私と   
Ginguen占，Flins，Chevalier de Parny であった。若者のパーティには最早行かな   
いと主張していた La Harpe は妻君をよこした。Fontanes の恋人で女流詩人の   
Mme de F．1）もいた。そして最もフランス人らしくあることは良人がそこに一緒に   
いて、しかもその良人が何も感じないことである。皆親しく、酒は上等、詩人すぎ   
ることもなく、さりとて全く詩人でないと言うのでもなかった。」   
二人のシュプアリエ   
はじめに出てくるノートとは 《Exemplaire con丘dentieldel’EssalSurles  
r占volutions》のことである。これはChateanbriandが最初にロンドンで発表し  
た「革命試論」の一冊を手許におき、その余白に自分の手でその後、書きためた  
ものである。それをChatea11briandが全集を出版する際に出版人J．－RSo111i6  
に手渡した。そしてその後Aim昌Martin，Tripierの手を経て1854年にSainte－  
Beuveが手に入れたものである。Sainte－Beuveはその余白の手記に大変興味  
をおぼえ、意地悪くも Con丘dentielと名づけ1854年4月17日の《Causeries  
du L11ndi》 で Chateaubriand の「キリスト教精髄」記念祭の際、その余白  
に書かれた手記を公表し Chateaubriand のキリスト教に対する不信の念のス  
ッパ抜きを試みた。例えば余白に Chateaubriand みづから記した言葉が見出  
される。「神と物質と宿命はまさに→つを形成するものである。．‥これが私  
の体系である。私の信条である。然り、この世ではすべてが機会、偶然、宿命  
なのだ。」「もう誰れもキリスト教の学説など信じていないのだ。．‥」   
Sainte－Beuve は鬼の首を取ったように得意になって、こうした言葉を引用  
しChateaubriandの弱点をスッパ抜いている。この 《Exemplaire confiden－  
tiel》はSainte－Beuveの死後、廻り廻ってChateaubriand家の後裔Mme de  
Contesse de Durfortの手に入り、今ではChalvet氏が所有している。  
Sainte－BeuveがChateaubriandの《M6moires d’Outre－Tombe》 に書か  
れているParny論に対し不満をもち《Exemplaire confidentiel》の余白にか  
かれているParnyを《Chateaubriandetsongroupelitt6rairesousl’Empire》  
で取り上げChateaubriand の旧友先輩に対する手きびしい批判を非難するの  
はよくわかる。しかし現在フランス文学史を遡り、18世紀後半の詩人・哲学  
者を調べ、その地位においてみると Chateaubriand の批評が正当であること  
が明らかにわかるから、Sainte－BeuveがChateaubriandを非難しているのが  
必ずしも正しいとはいえない。むしろProustがくくContre Sainte－Beuve》で  
言っているようなSainte－Beuveの大家に対するjalousieによる偏見とみた方  
がいいであろう。《Exemplaire con丘denciel〉〉 を「キリスト教精髄」の記念祭  
に発表するやり方にもそうした面が現れているともいえよう。  
【  4 一  
「革命試論」（1797年）の第1巻第22葦ParnyのくくD占1ire》引用の項。  
「ミトウレーヌ・（レスボス島）のミューズのこの断篇に対してフランスが生みだ   
0  佐 藤 弓 暮   
した（A）唯一のエレジー詩人の一節を書いてみよう、国民のムルスはしばしば哲学   
の吾におけると同じように愛のソンネの中でもよく描かれている。  
あの快楽ほ窒）の時はナぎ去った。   
その早さが私の欲望を裏切った   
すぎ去った私の若いやさしい友よ   
君の喜びは私の幸を倍にした。   
悩みに沈んだ君の瞳を開き給え  
そして口付けが君の生命を生きかえさせるように。  
エレオノール、幸なる恋人よ、  
わたくしの腕の中に永遠にとどまれ  
すべてを許し給え、そして一切抵抗しなさるな  
エレオノールよ、愛は私の共犯者だ   
私の体は君の体に近づいておののく、   
更に近づき、うっとりして私は感じる   
君の燃える胸が私の胸の下でドキドキしているのを  
ああ、私が激しく興奮している時に   
君の濡れた唇の上で私に愛を飲ませ給え、   
然り、君の息使いは私の心の中に流れた   
君の息使いは愛の喜びの炎をもたらす   
私の甘い激しさの素晴しい宝   
この口付けの中で私の魂のすべてを受け給え（B）   
私はフランスのTibulleかPhaonの恋人のいずれがよりナぐれた筆力で情熱を   
描いたかを決めるのは読者諸君にまかせる。二人の詩人とも彼等の生れた（C）あの   
太陽の炎を自分達の詩の中に走らせているように思える。」  
原註（A）私はChevalier de BertinについてもM・Lebrunについても語ってい  
るのではない。Lebrun のエレジーは私がフランスを去る時にはまだ出版されて   
いなかった。私はそのエレジーがその後出版されたかどうかは知らない㌔  
CB）Chevalier de Parnyの作品tomel．Po‘sies占rotiquesLivreIII．p．86．  
（C）M．de Parnyはブルボン畠で生れた。  
＊  Lebrunは死んだ、彼のエレジーはGingueni氏によって出版された（N・  
Ed．）  
Chateaubriandは「革命試論」の中のこの章でギリシャの詩人達とフランス   
1  
二人のシュヴァリエ  
の詩人達の比較をしている。AnacrionのOdesとVoltaire の Stances sur  
lavieillesse，SimonideとフランスのSimonideといわれるFontaneSとの比  
較、SaphoとParnyを比較してフランスが決してギリシャに劣ってないこと  
を証明しようと努めている。   
Parnyの《D£1ire》から引用しているのは最初のト6行までと、27－28行と  
45－55行の箇所である。Chateaubriand は Parny の作品を高く評価している  
が不思議なことにフランスのTibul1eと呼ぶだけで、Parnyの名は註2と3に  
しか出していない。しかも唯一のエレジーの詩人といっている註1で Bertin  
やI」ebrun のことを語っているのではない、とことわっているのは何故なの  
か、Parnyの「神々の戦」に関連があるのかも知れない。   
この《D61ire〉〉 もChateaubriandが引用している処だけを読むと割合に素  
直で心情の吐露も美しく思えるが、詩全体を読むと気品の欠けたvolupteの強  
い18世紀的なものになっている。  
－ 5 N   
Chateaubriand全集第8巻《M占1angeslitt占raires》「文学雑記．中の「Young  
論」より。  
「n′Ⅰ．de Parny はまた別の種類の感情の中に思い出のやさしい魅力を入れさせる  
ことが出来た。エンマの墓に対ナる彼の嘆き 《Complainte》「哀歌」はフランスの   
唯一の哀愁詩人の文章を特色付けるあのやさしいメランコリーに満ちている。  
友情さえ、そうだ移り気な友情は  
はしやぐ陽気さを思い出した。  
それは瀕死のエンマのイメージを追いやった  
その偽りの悲しみは→瞬しか続かなかった。  
美しきェンマよ、若く忠実な友よ  
君の思い出はもはやこの場に生きていない。  
人々は墓から目をそらす  
君の名は消え世間は君を忘れる。  
エレオノールの歌人のミューズはゲイルジニイを乗せた船が遠ざかって行くのを   
両手で顔を支えながら、ポールが眺めているその同じ岩の上で歌人の夢想を育てた  
のであった。」  
ここに引用されているparnyの詩は《M占1anges》の第11番目の詩《Com－  
Plainte〉〉からである。最後の文章は《PauletVirginie》の作者B．deSaint－   
佐 藤 弓 葛  
Pierre とParnyが同じ島の出身であることを述べている。   
Chateaubriandが「Young諭」の中に何故Parnyを引用したか、というの  
は「夜」の詩で有名なYoungにはtendresseというものが欠けてV、る。その  
ため人々に真の感動を与えることが出来ない。Youngの感情は常に反省や合  
理性に変る。彼は美文調で唱い立琴をかなでるが、その感情には自然さが全く  
ない。それはVirgileの自然美や調和の美と比較すれば容易にわかることであ  
る。更にParnyの詩と比較してもほんとのComplainteなるものが如何なる  
ものであるか理解出来るであろうと言う証明のために引用したのである。   
Parnyのく〈M61anges》 は《Poesieserotiques》に続いて発表されたもの  
で，この詩に対するChateaubriandの気持はParnyに大変好意的である。そ  
れは「彼の哀歌はフランスの唯一の哀愁詩人‥・」と言う言葉にも、またそれ  
に続く「哀愁詩人の文章を特色付けるあのやさしいメランコリーに満ちてい  
る」という文章にも明らかに現れている。   
Chateaubriandが引用した詩の5行目は原文と違っている。   
《Charmante Emma，j占une etconstante amie》 は原文では次のようにな  
っている。  
《SelュSible Emma，douce et constante amie》   
Chateaubriandが1790年（21歳）《AlmanachdesMuses》「詩神年鑑」詰に  
生涯でほじめて発表した（〈Amourdelacompagne》「田園への愛」にもParny  
の《Complainte》の影が感じられるような数行がある。当時はChateaubriand  
がバリーに出て、Parny に近づき、彼の詩を愛謂していた時である。ただし  
Chateaubriandの韻文には女性は存在しない。手に→冊のTibulle を持って、  
みどりの野や谷間を歩き、流れを眺めながらっぶやく状景である。  
《私はここで私の生涯を終えたい  
墓地の聞に戻った静かで  
孤独なわたしの亡霊は  
森の中で憩いを求めるであろう。  
偉大なものの数多くある世の中で  
私の名は栄光もなく消えうせるであろう。》  
－  6 －   
Chateaubriand の全集第22巻 《Melanges et Po6sies》「雑論と詩歌」の  
く〈Tableaux dela Nature》「風景画」に関する序文の中。   
二人のシュヴァリエ  13  
「第9の風景画がi790年の『詩神年鑑』に挿入された。それは私がそれに当てた   
Chevalier de榊による『田圃への愛EBと言う表現のもとに205真に現れi＝。Gin・   
guen6，Lebrun，Chamfort，Parny，Flins，LaHarpe，Fontanesの社交界でそれに   
ついて語られた。私は彼等と多かれ少なかれ近しい関係をもっていた。「詩神年鑑」   
で夜の集いをするには時期が悪かった。既に革命のさ中にあった。そして名声を得  
るには最早4行詣では駄目であった。」   
Chateaubriand の全集第22巻の 《M61angeset Po6sies》 が出版されたの  
は1828年（60歳）で、その時Chateaubriandは15歳から20歳までの詩を集め  
て■《TableauxdelaNature》 という表題をつけ、それに序文をつけた。60歳  
の彼は若い時の自分の詩集を出版するに当って，バリーに出て来て当時バリー  
の文芸社会を支配していた詩人達の愛顧を受iナたことを思い出しながら序文を  
書いている。特に彼が好きであったParnyとの親しさは既に挙げた－3－の  
Sainte－Beuve の註を読めばわかる。ちなみにこの Chateaubriand の処女作  
「田園への愛」はDelisle de Salesの庇護のもとに発表されたものである。  
－ 7 －   
《M占moires d’Outre－Tombe》第1部第5巻第15章のParnさ「のく〈Surla  
mortd’uneje11ne租1e》「ある乙女の死について」より引用げ1るiade版tome  
lの186頁）。  
「Mme de Villette はまだ美しかったが．この母よりも更に美しかった16歳にな  
る娘を亡くした。その娘のために Chevalier de Parny はギリシアのAnthologie  
に匹敵ナる次の詩を作った。  
彼女は天に生命（㌘）を返した  
そして静かに眠った。  
運命に対し不服も言わず  
かくして微笑は消える。  
森の中で一羽の鳥の歌は  
かくして跡も残さず死ぬ  
Fレー∴7ンに駐在した我が隊はかなり  
遅くまでその規則を保っていた。」  
これは1S21年12月バリーでの回想録である。1789年の大革命勃発の騒ぎ  
の時期を描いている。Chateaubriandは7月F6d占rationには出席せず、大衆  
の中でひとり孤独を守っていた。それでも Salon には出入りし、新しい知り   
佐 藤 弓 葛  
合いを作った。M工n【de VilletteはVoltaireが可愛がっていた蛭であった。  
Voltaire 自身1778年にこの館で死んでいる。Voltaire の秘蔵弟子Parnyが  
乱′Ime deVilletteの不幸を慰めるために一詩を捧げた。   
Chateaubriandは終りの6行だけを引用したのであるが、その前に次の8行  
がある。即ち  
「彼女の年は少女時代から脱け出していた。  
無邪気で愛らしい  
彼女は愛の女神の顔だちをしていた  
何ケ月か何日かはなお  
この清純な素直な心の中で  
愛の感情が花さくところであった。  
しかし天は彼女のうら若き魅力を死を  
もって処罪した  
彼女は天に‥．」   
ChateaubriandはParnyのこの詩をギリシャのAnthologieに比較して称え  
ているが、Sainte－Beuve もこれこそ墓碑に銘記する現代の傑作であると述べ  
ている。我々の心に訴える簡潔さ、説明を要しない名句であるとして Lamar－  
tineの《Premierregret》やⅤ，Hugoの《LesFant6mes》 と比較しても、  
Parnyのこの占1占gieの方が若人の心をとらえることを説明している。Chateau－  
briand にも時代はずっとさがるが（1832年）、ある乙女の死に関する eligie  
《Jeunefi11eetjeune鎖eur》「乙女と新鮮な花」という大変美しい一篇がある。  
－ 8 －   
《M占moires d’outre－Tombe》の第3部第30巻第2章（P16iade版のtome  
IIの225頁）再びParnyの《Complainte》より引用、従って「Young諭」  
の引用文と重なっている。  
「気高きクララよ、立派な忠実な友よ  
君の思い出はもはやこの場に生きていない。  
人々は重から目をそらす  
君の名は消え、世間は君を忘れる。  
私がDuras夫人から貰った最後の便りは我々をナべて汲みつくす生命の最後の一滴  
の苦しみを感じさせる。」   
Chateaubriandは余程このiligie が好きであったから二度も引用したので   
二人のシュプァリエ  
あろう。しかしここでも冒頭の1行は書き変えている。   
《Sensible Emma，douce et constante amie》 を《Noble Clara，digne et  
constante amie》 と変え、Parny の名を全然あげず、まるで自作のように  
Duchesse de Duras夫人の死を悼んで書いている。  
9 －－一  
消されたノート   
《Ginie du Christianisme》 の第2部「キリスト教詩学」第ヰ巻の第2卓  
の最終の項。  
「要するに物質的な寓喩即ち寓話の神々が自然の魅力を破壊したこと、及び古代人  
が叙景的な詩をもたなかったという理由で、真の風景描写をなし帯なかったことは   
明らかな事実である。さて偶像崇拝の別の人民で神話的形式を知らなかったが、こ  
の叙景詩を多少心得ていた。サンスクリットの詩、アラビアの物語、『エッグ』、黒   
人及び未開人の歌はこれを証明している（a）。しかし異端の徒はその作品へ常に誤  
った宗教を、従って悪い趣味を混ぜ合せたから、自然を真実の姿に措くことはキリ  
スト教の時代になって初めて知られたことである。」  
註（a）巻末のノート D を参照せよ。  
このノートDにサンスクリットの詩「サコンターラ」と北部スコットランド  
の詩「吟遊詩人の歌」（オシアン）を挙Ⅰデているが、黒人及び未開人の歌ほ挙げ  
ていない。しかしここに「キリスト教精髄」の初版ではParnyの《Chansons  
NとgresouMad6casses》「黒人のシャンソン即ちマダカスカルの歌」の一部が  
引用されていたのにChateaubriandはその後それを削除してしまった。   
ChateaubriandがPamyの 《Chansons N占gres ou Mad6ca5SeS〉〉を如何  
に好んでいたかは、その投影が明らかに《Atala〉〉に見られると私には思える。  
ChateaubriandとParnyの未開人の愛のポーズは実によく似ている。第2の  
歌マダカスカルのアンバニ骨長が客人をもてなすために美しい娘ネエラを供す  
るくだりはナツチスエ族の女やアタラの姿を思い出させる。更にマダカスカル  
の勇者の姿にはく〈LesMartyrs〉〉にみられるフランク族の勇者を称える状景も  
感じられる。また第6の歌に出てくる若き囚れびとヴァイナにはアタラの恋人  
青年シヤクタスの姿が見られる。第10の歌にも《Les M五ヤrs〉〉 が感じられ  
る。もっとも、そこに見られるVOlupteuseな面はParny独特のものであり、  
18世紀的であり、そのために却ってクライマックスの荘重さを半減させてし  
まっているのは残念であるが。次の手紙でも解る如くキリスト教冒麿の詩人   
佐 藤 弓 葛  
Parnyの「神々の戟」の反論として書いた「キリスト教精苗」の中でParny  
の作品を称えたのではまずいと思って削除したのであろうかヲ  
10 －   
ChateaubriandのBal】dus5）宛書翰1799年5月6日付。  
「‥・問題は二つなのです即ちFauche6）のために翻訳計画と『ポエジーに関ナる   
キリスト教について』の小作品なのであります。この作品はFontanesの願いによ   
って始められた状況の作品であり、また我々の昔の友人で最近全く無軌道にみづか  
らの名誉を汚したあわれなparnyの詩に対する一種の返答であります。私はこの小  
冊子が販売で失敗するようなことはないと思います。」   
Chateaubriandは1797年「革命試論」をロンドンで発表し、バリーにいる  
旧友先輩であるLaHarpe，Ginguene，Delisle de Salesに献呈している。そ  
れは彼の革命に対する思想が彼等と共通するものと思って送ったのである。先  
輩達は皆Voltaire，Diderotの思想を忠実に継承しているので、「革命試論」ま  
でのChateaubriandの思想を同じ傾向のものとみるべきである。即ちSainte－  
Beuveが《Exemplaireconfidentiel〉〉の余白から引用した「神と物質と宿命  
はまさに一つを形成する‥．．「誰れもキリスト教の学説など信じていないだ  
ろう‥．」という文章にかいま見られる18世紀末のフランス人一般の恩想で  
ある。しかし Chateaubriand は青年の大胆さで書いたこの消化されていない  
が野心と生気に満ちあふれ、また博識だが混乱矛盾の見られる「革命試論」の  
中で、ギリシャ・ラテンの革命からフランス大革命迄の歴史の動きを比較検討  
した結果、彼が得たものは一つの疑惑であった。それは革命必ずしも時代の繁  
栄に寄与するものであろうか、またキリスト教が滅びてもそれに代りそれより  
まさる宗教がはたしてこの世に存在するであろうかと言う疑惑で作品を世に問  
うている。   
要するにChateaubriandが自分の身につけていた18世紀的なものをすべて  
そこに投げ出してみて総決算をしたのである。そして彼の心に残されたものは  
コンプールの森で育ち、アメリカ大陸で体験した自然への憧憬と信仰心の強い  
母から受けたカトリック精神であった。大革命の惨状後キリスト教に代る宗教  
がないとしたならばChateaubriand の精神的苦悩は解決出来ない。その時革  
命前にフランスで知り合いその後イギリス亡命中特に親しくなったFontanes  
のキリスト教なくして欧州の安定はあり得ないという強い信念にひかれて、キ  
リスト教に見られる詩的美・芸術美を研究するようになった。その頃はからず   
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も信仰心の厚い母の死とそれに続く姉の死が彼に完全なる改宗を与えた。「私  
の信仰心は心から出た。私は泣いた、そして私は信じた」という有名な言葉が  
生れた。  
1799年の2月から3月にかけParnyの「神々の戦」がD¢cade誌に発表さ  
れた。（もっともその断篇は1795年から出ている。）Voltaireのく〈Pucelle》 を  
まねた「背教と腐敗猥せつが産み出した最も反抗的な最も怪物的な詩」だと  
M．de一色letzは決めつけている。  
「神々の戦」は10からなる詩歌で出来ている。先ず作者が部屋で夜眠りにつ  
く前穏やかな気持で、けしの花を見ながら少し考え事にふけっていると突然稲  
妻が光り、大気が何とも言えない香りにみたされると、美しい鳩が一羽目の前  
に現れ、古代とフランスの信仰について書けと命じる。作者は詰も散文もすて  
たので書けないと答えると、鳩が手助けをするからただ書取ればよいといわれ  
この作品を書いたので、大胆な不合理な点があっても作者の誤りではないと、  
弁明しながら物語りに移る。Parn）r は冒頭でこのような逃げの手を打ってい  
る。   
ギリシャの神Jupiter が彼の祭日を祝うため神々を招き豪華な会食をする。  
その時天の周囲に数千の外国人が滑り込んで来たと知らされ、それを確かめに  
Ⅳlerc11re神が派遣される。それがキリスト教徒といわれる他の神々であるこ  
とを知り、ひとつこの新参者達を招いてみようと決まる。ギリシャの神々はか  
なりあくどい親しみをもって接する。そのうち双方の間に争がおこり戦闘開  
賂。Hercule，Samson，Apollonの活躍、キリスト教障の脱走者聖El丘nの色  
々な体験、生殖の神Priapeや色魔Satyresとの巡り合等々。精神と物質の大  
饗宴、天使も聖人も猥せつな行為にさらされる。結局Jupiter軍は敗北し、北  
欧のOdin神のもとに難をさける。そこでオリンボスの主人は三位→体の神と  
なる。天使達はガプリエールによってもたらされた魔法の幻燈の中にコンスタ  
ンチイヌ帝の継承者以来R占hrme までの世界の絵画を眺めて楽しみながらす  
ごす。これは三位→体の三つのペルソナを神学的に不合理とする口実なのであ  
る。それから作者はキリスト教史に見られる事件を取り上げては盛んに攻撃し  
て、キリスト教を侮辱している。一方JupiteTがOdinに派遣した Minerve  
は道中で発見した多くの神々についてJupiter に報告する。北欧の神々は皆  
Jupiter軍に加担する。そこでJupiterと Odinの軍神団はキリスト軍の城砦  
を攻撃する。キリスト軍は奮戦するが敗北する。Jupiter は永遠の父たるイエ  
ス・キリストのあごひげを引っばり引きずり廻す。最後にPriape神が仲裁に   
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入り、互に天上で争っても無駄であるから戦を止め、協定をし異教の神々もそ  
れに従い、ギリシャの神々は自分達の安住の地としてパルナッス山上に降りて  
行く。  
作品のごく簡単な荒筋は以上のようなものである。如何に18世紀とはいえ、  
道徳家や信心深いものにとってはあきれて返答も出来ない程のスキャンダルに  
満ちた作品であった。   
Parnyは海軍に入ってから世界を巡航し，異国の色々な宗教に接したため、  
その経験を生かして→大ドラマを作りあげた。実際にドラマ的感覚や登場人物  
の対話の活気、ドラマの転回のうまさには見るべきものがある。第9の歌では  
日本に関しても述べている。一寸見てみよう。  
「日本でも私の望みは裏切られた。日本には猛ばかりいて、猿達がこの匝の神々で   
ある。そのみにくさに私ははっとした。しかしそれにも馴れたので彼等に挨拶し、   
彼等の美しさを称えた。最後に私は自分の国民について語った。彼等はだまって聞  
いている。そして最後にしかめっ面をする。一回舞って、三回とびはね、それから  
また威厳をつけた様子に戻り、一番年長者が私に言う。『あなたの不幸に対して我々   
は全く援助出来ません。そんな暇は一瞬たりともありません。朝から晩まで寺に行   
かねばなりません。そして夕刻まで祭壇に坐っていなければなりません。それは全  
く退屈でナ。眠りに薫れないかと言うのですか？その時は人にこづかれます。また  
お経を絶えずく折返し聞かされまナ。」   
18世紀末にParnyがこのようにロ本の僧侶の坐禅や読経をスケッチしてい  
ることは面白い。Voltaire の東洋思想への関心からParnyも日本に多少憧れ  
ていたのであろうが、《Mon esperance yfut encore trompee，》 《Dcleur  
laideurje fus d’abordfrapp6e．》には我々日本人も返す言葉がない。   
さて、Fontanesの感化でChateaubriandがキリスト教美学に心を強く向け  
だして来た点は未開人の物語り 《Atala》にも見られよう。最初《Atala》 を  
キリスト教徒の娘として措く意図がChatcaubriandにあったとほ思われない。  
むしろ Parny の作品「マダカスカルの歌」のようにただ自然の境野に美しく  
咲いた若い男女の未開人の恋物語りを書きあげようと思っていたのではなかろ  
うか。それがFontanesの指導でキリスト教徒の娘の物語りになったと見る方  
が18世紀末のChateaubriandの思想的立場から考えると妥当に思える。しか  
もその時期に Parny の「神々の戦」がイギリスにいるエミグレ達の間でも騒  
がれるようになり、Fontanes もPeltier も憤然とし、Chateaubriand も我慢   
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団来なくなって、キリスト教擁護作品を作って反論することになったのであろ  
う。もともとブルターニュ人は信仰心が強いところに、母姉の死の悲報もあっ  
たので、Ctlateaubriandは一気にもとの巣に帰ることが出来たのである。アメ  
リカ大陸の大自然発見と8年に亘るイギリス亡命中に学んだイギリス文芸思想  
がChateaubriandをして、フランスの18世紀風土から完全に訣別させた。強  
いては、それが19世紀フランス・ロ・マン主義の魁となった。両者の才能の開  
きは勿論のことながら、そこにParny の消滅7）とChateaubriand の進展が  
見られる。   
Voltaire の秘蔵弟子であったparnyは師の反キリスト教的思想を最後まで  
守り、Chateaubriandの《LesMartyrs〉〉に対する反論としてくくChristianide》  
の作成にかかった。即ちキリスト教仮装史で「神々の戦」と対をなすものであ  
る。死ぬ前にその断章を《D‘cade》 に発表しはじめたが、帝政が崩壊し王政  
復古となったため王朝政府より原稿破棄の約束を命じられ3フ了フランを受け原  
稿を焼却している。Parny にVoltaire程の才能があればフランスロマン主義  
の開花も多少変った様相を呈していたかも知れない。  
1〉 des porges 或いは Desforge邑 となっている辞典・文献が殆んどであるが、de  
Forgesが正しいとされている。   
2〉 ParlS第2区F．12．   
8）Exemplaire con丘dentieldel’Essaisurles r占volutions．   
4）九tme de Frenoy．   
5）Amable de Baudus17611887年旧法官、早く亡命し、王子軍に加わるcドイツ  
で《Journald’AltonEL，Tableau dela situation，Le Spectateur du Nord》 を出版、  
1802年フランスに帰還。1808年 九4urat：モに呼ばれナポリーに行き王子の教育を担当、  
1814年フランスに帰り、外務省に勤務する。   
6）Faucl－e一事orel（Louis）i762182り牢三党派であったが、ブルボン王笥の㍑たさが  
彼を投身自殺という惨めな死に追いやった。彼は「回想録」を滅している。   
7〉 確かに Parny の さ1‘gies には19世紀に影響を与えるものがあった。Parny に  
愛された弟子の Tissot は師を高く評価し，作品集の編纂もしている。n弟11eTO），e も  
《El占gies〉〉論の中でParnyの詩の価値を認めている。Lamartine も Pユー里’の流れを  
汲んでいる。1Iusset にも Parn）r の影がみられる。その他几Iolleヽ7a叫Laboし11SSe も  
Parnyを手本としている。Chateubriand も「神々の戦」に対して敵意をもち、正反対  
の立場をとるがParn〉rの占l‘giesに対しては常にその価値を認めている。Sainte－Beuve  
も616giesに対しては文句なしに称えている。J．，．Weissも然り、PotezもくL’El占gies  
Cn France avantle remontisme》の中で2章に亘り詳細にParnyの作品を究明して、   
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大半はユ8世紀的みじめなpoさmesl卓gersに終っているが《Po占sleS占rotlques〉〉と若干  
のPO‘sleSm616esは高く評価し、特に《Po占sicsirotlqueS》の罪4の占16giesに到っ  
て18世紀を脱した詩人の才能の一面を認めている。しかし19世紀の四大詩人の且軋こ  
よって詩歌は18世紀的擬古典修辞学を完全に脱皮し、人間の精神に直接働きかけるより  
複雑な、より高度の様相を呈するようになったため、Parnyの詩歌の中にいくら良さが  
あったとしてもminiature的な価値しか認められないとしているが、まさにその場りで  
ある。   
Parnyは1779年に「神々の戦」を発表した後、19世紀に入リナポレオン時代にも詩  
作活動は綻けている。まず4っの歌からなる 《Isnelet Aslさga》（1802年）はオシアン  
流の夢想を通してみたスカンジナヴィア女性の描写である。当時流行の素材ではあった  
が、加、歴史に好奇心をおこさせる生気が見られず、ただ筆なれたParnyの文体の便雅  
さが多少大衆に受けた作品である。   
《Goddam》（180ヰ年）はイギリス人をオレンジにたとえ無口と皮肉で彼等をこきおろ  
しているprologue付きの4つの歌からなる。ナポレオンのイギリス征服に協力する作  
品かも知れないが、浅薄な知識で書かれた詩歌で、俗悪な面だけが出ている極めて凡庸  
な作品である。   
《Portefeuillc vo16》（1805年）は 《Paradis perdu〉〉 と 《GalenterleS dela Bible》  
と 《les D毎uisements de V占nus》 の3篇からなり、最初の2篇芸は「神々の戦」同様  
Parnyが好む宗教に対する／てロディであり、第3篇の《1es D占gulSementS de V6nus》  
は（くJourn占e champさtre》の系列に入る。これまた彼の好きなエロチックな版画セリー  
である。この3篇はいづれも発刊禁止にあっている。   
《Voyage de C占Iine》（1806年）は世界の女性めぐりの方登である。旅行く先々の国で女  
はどのように取扱れているのか調査するという、これまた冗談とエロティスムを混ぜ合  
せた俗悪な作品である。   
《LesRose－Croix》（1807年）は12の軟からなるParnyの最後の作であるが、作品自  
体の構成が極めて不完全である。イギリスの中世、フランスのメロヴァン・ガン王朝の  
事件や人物をとりとめもなく書きつらね、単調で18世紀ばやりの2D綴の長詩で、歴史  
や中世に員を向けはじめた19世紀の軌道に乗って進もうとするのであるが、想像力も乏  
しく、CbateaubTiandが《Les丸1ar付TS》（1809年）でA、ユg11StinThieTTyに与えたよう  
な読者にinspiration を与える過去の再現の興奮、伝説への歓喜と言ったものが全くみ  
られない。精神面に背を向け現実的な18世紀の大半の作家が持つ欠陥即ち精神的深みが  
なく、想像力も貧困で猥せつと茶化しで芸術を毒ナる欠点がParnyの作品全体をみて感  
じられる。Parnyの消えた真の理由もそこにあると思う。   
貴族出であるParnyはアッシニ紙幣の変動で破産し、生活のため文部省に奉職し細々  
と暮していたが1飢0年以来病床につき1813年ナポレオンから年金3000フランを受けた  
ものの貧困なまま帝政崩壊の1814年12月5日61歳で他界した。   
なお「文芸言語研究」創刊号の文芸篇の「Chate計ubriandの詩集Tableaux de  
Ⅳdf〟rgについて．の紆）でParnyの作品年表を書き、ParnyとChateaubriandの閑   
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係は別に論文を予定していると最後に付加えておいたので、この論文でその務をはたし  
たことにしたい。論文に出て来る他の作家についても文芸言語研究創刊号の註を参照し  
でもらえば、大体理解出来ると思い註を省略した。  
最後に7具に訳した《LeLendemaln》の原文を掲げておこう  
LE LENDE加IAIN   
AELIミONORE  
En触，maCh占re丘1さonore，  
Tul’as collnuCe p占cll占sicllarmant，  
QlユetuCraignais，mさme enle d6sirant；  
Er11e goatant，tule cralgnais encore・  
Eh bien！dis－mOi：qu’a，t－ildonc d’efrrayant？  
Quelaisse－t－ilapr占sluidanstoname？  
Un16ger trouble，un tendre souvenlr，  
L’6tonnement de sa nouvelle flamme，  
Un doux regret，et SurtOut un dるsir・  
D占jala rose auxlis deton vISage  
M占1e ses brillantes couleurs；  
Danstes♭eauxyeux，品1apudeursauvage  
Suec占dentles molleslangueurs，  
Quide nos plaisirs enchanteurs  
Sontふ1a foisla suite etle presage・  
Ton sein，doucement aglte，  
Avec moins de timidit6  
Repoussela gaze16gさre  
Qu’arrangeala main d’unem占re，  
Et quela maln dutendre Amour，  
Moins discrさte etplusfamili占re，  
Saura d6ranger a SOn tOur・  
Une agr6abler6verie  
Remplace en蝕ュcet enjOuement，  
Cette plquante6tourderie，  
Quid6sesp6raientton amant；  
Ettoname plus attendrie  
S’abandonne nonchalamment  
Au d61icieux sentiment  
D，une douce m61ancolie，  
Ah！1aissons nos tristes censeurs   
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Traiter decrimeimpardon・1able  
Le seulbaume pournos douleurs，  
Ce plaisirpur｝dontun dieufavorable  
Mitle germe dans touslescceurs・  
Ne crois pas主Ieurimposture・  
Leurz主1e hypocrite etjaloux  
Faitunoutrage左1anature＝  
Non，1e crime n，est pas sidoux・   
